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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 北里動物用抗寄生虫薬創出イノベーション 

研 究 責 任 者 ： 辻 尚利（北里大学） 

 

２．研究開発の目的 

北里研究所は、動物用抗寄生虫薬開発におけるイノベーションとして、アカデミア発寄生虫病創薬を

推進しています。その目的は、既存薬が抱える薬剤耐性や安全性、環境負荷といった課題を克服する

ため、寄生虫特有の代謝経路を標的とした、新たな作用機序を有する抗寄生虫薬を創製することで

す。具体的には、基礎研究で明らかになった寄生虫のエネルギー代謝や宿主との差異に基づき、北里

天然化合物などの創薬ソースを用いてリード化合物を開発し、その有効性や安全性を評価します。さら

に、畜産の現場での臨床試験を含む社会実装プロジェクトを通じて、新規動物用抗寄生虫薬の提供を

目指し、持続可能な畜産経営に貢献することを目指しています。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

研究目標である新規薬剤候補の創出において、北里研究所が保有する天然物ライブラリーから、住

血吸虫の幼若虫に極めて高い殺虫効果を示す有望化合物を発見しました。さらに、この化合物が寄生

虫に「酸化ストレス」を与えて効果を発揮する仕組みを解明するとともに、薬剤候補を効率的に探すた

めの新たな評価基盤の構築にも成功しました。また、化合物の化学合成法を確立し、多様な官能基で

修飾された誘導体を創製して評価することで、より強力な薬剤の設計指針を得ました。これらの成果

は、持続可能な畜産に貢献する次世代の抗寄生虫薬開発を大きく前進させるものです。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究で発見した有望化合物をもとに全合成・半合成法を確立した知見を活かし、さらに効果と安

全性を高めた次世代の薬剤候補を創製します。並行して、寄生虫の栄養摂取を断つ薬を効率的に探

すために構築した独自の評価システムも本格稼働させ、新たな候補化合物の探索を加速します。これ

らの具体的な成果を核として製薬・化学企業との連携を加速させ、一日も早い実用化を目指します。 


